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(57)【要約】
【課題】色レベル分布図から物理量に逆変換を適切に行
うことである。
【解決手段】色レベル分布図に基く物理量再変換装置１
０は、ＣＰＵ１２と、色レベル分布図であるコンター図
３０を読み取るスキャナ１４と、物理量－色レベル変換
式３２等を入力する入力部１６と、変換結果を出力する
出力部１８と、色レベル変化規則２２等を記憶する記憶
装置２０を含んで構成される。ＣＰＵ１２は、コンター
図３０の色レベルデータを取得する色レベルデータ取得
モジュール２４と、取得された色レベルデータが色レベ
ル変化規則に適合しない値であるときに取得された色レ
ベルデータを色レベル変化規則に適合する色レベルデー
タに補正する色レベルデータ補正モジュール２６と、補
正された色レベルデータに基き、色レベル－物理量逆変
換式を用いて物理量に再変換する物理量再変換モジュー
ル２８とを含んで構成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　三原色の色レベルを予め定めた所定階調でそれぞれ表現することについて、いずれか一
色の色レベルを所定階調の上限値とし、他の一色の色レベルを所定階調の下限値とし、残
りの一色の色レベルを所定階調の上限値と下限値の間で変化させる色レベル変化規則の下
のカラーマップに従って、予め定めた物理量－色レベル変換式を用いて物理量の変化を色
レベル変化に変換して表示平面上に表示する色レベル分布図から、表示平面上の各位置に
おける色レベルデータを順次取得する手段と、
　読み取られた色レベルデータが色レベル変化規則と食い違っているときに、色レベル変
化規則に合うように、読み取られた色レベルデータを補正する補正手段と、
　補正された色レベルデータを色レベル－物理量逆変換式を用いて物理量に再逆変換する
手段と、
　を備えることを特徴とする色レベル分布図に基く物理量再変換装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の色レベル分布図に基く物理量再変換装置において、
　補正手段は、
　読み取られた三原色の各色レベルのうち、最も大きな値を取る色レベルの階調の値が所
定階調の上限値でないときに所定階調の上限値に置き換え、最も小さな値をとる色レベル
の階調の値が所定階調の下限値でないときに所定階調の下限値に置き換えて読み取られた
色レベルデータを補正することを特徴とする色レベル分布図に基く物理量再変換装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の色レベル分布図に基く物理量再変換装置において、
　補正手段は、
　読み取られた三原色の各色レベルのうち、２つの色レベルが同じ階調の値を取るときに
、いずれか一方の色レベルの階調を所定階調の上限値または下限値に置き換えて読み取ら
れた色レベルデータを補正することを特徴とする色レベル分布図に基く物理量再変換装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、色レベル分布図に基く物理量再変換装置に係り、特に、物理量の変化を色レ
ベル変化に変換して表示平面上に表示する色レベル分布図から物理量を再変換して出力す
る色レベル分布図に基く物理量再変換装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　実験結果等を表示するのに、画像を用いることで理解がしやすくなる。例えば、特許文
献１には、燃料電池内ガス流れ計測方法として、透明板からなるセパレータと、集電体と
、電解質を有する燃料電池モデルに、セパレータまたは集電体の少なくとも一方にｐＨ指
示薬を塗布し、アルカリ性または酸性の物質を含ませたガスを流し、ｐＨ指示薬の色の変
化をカメラで撮像し、撮像された画像をコンピュータに取り込み画像処理してガスの流れ
を解析することが開示されている。
【０００３】
　このような画像の用い方の他に、実験結果である物理量を予め定めた物理量－色レベル
変換式を用いて、物理量の変化を色レベルの変化に変換することが行われる。例えば、２
次元的な物理量の分布を、２次元的な色レベルの分布に変換して表示する。このためには
、色レベルをビットマップのように、階調変化に応じて変化させる色レベル変化規則を定
める必要がある。定められた色レベル変化規則を用いて物理量のレベルを色レベルに変換
して、色レベル分布図として表示するものでよく知られているのはコンター図と呼ばれる
ものである。
【０００４】
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　色レベル分布図であるコンター図は、Ｒ，Ｇ，Ｂの三原色の色レベルを予め定めた所定
階調でそれぞれ表現することについて、いずれか一色の色レベルを所定階調の上限値とし
、他の一色の色レベルを所定階調の下限値とし、残りの一色の色レベルを所定階調の上限
値と下限値の間で変化させる色レベル変化規則の下のカラーマップに従って、予め定めた
物理量－色レベル変換式を用いて物理量の変化を色レベル変化に変換して表示平面上に表
示するものである。
【０００５】
　例えば、特許文献２には、物理現象解析支援プログラムとして、解析対象の断面を指定
し、その各断面における物理量である温度の分布状態を色レベルに対応させたビットマッ
プ画像データが述べられている。このビットマップ画像データが、色レベルに物理量が対
応したコンター図である。
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－１２３１０１号公報
【特許文献２】特開２００７－１１４９３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このように、色レベル分布図を用いることで実験結果等の物理量の分布や変化等が色レ
ベルの分布や変化として表示され、これによって物理現象の理解を助けることができる。
ところで、色レベル分布図が手元にあって、元々の物理量データが手元にない場合に、そ
の物理量データを再現して検討したいことがある。この場合、色レベル分布図には、通常
、色レベルと物理量との関係を示す対応グラフが付されているので、色レベル分布図の色
レベルを読み取って、その対応グラフを用いて物理量に再変換することができる。しかし
ながら、通常、色レベル分布図は、メッシュに細分されたセルごとに色レベルが付されて
いるので、大量のセルのそれぞれの色レベルを読み取り、これを物理量に逆変換するには
、コンピュータ等の助けを借りることが好ましい。
【０００８】
　そのときの手順は、Ｒ，Ｇ，Ｂ三色の色レベルデータをアナログ的にそれぞれ読み取り
、ディジタル変換し、変換されたＲ，Ｇ，Ｂのディジタル色レベルデータを色レベル変化
規則に当てはめて、色レベルに変換する。そして変換された色レベルを、色レベル－物理
量逆変換式を用いて物理量に再変換することで行うことができそうである。ところが、Ｒ
，Ｇ，Ｂ三色の色レベルデータをアナログ的にそれぞれ読み取ってディジタル色レベルデ
ータとする際に、読み取り誤差、変換誤差等が入ってきて、色レベル変化規則が適用され
ない値となることが多い。
【０００９】
　例えば、上記の色レベル分布図に用いられる色レベル変化規則として、Ｒ，Ｇ，Ｂの三
色の色レベルを予め定めた所定階調でそれぞれ表現することについて、いずれか一色の色
レベルを所定階調の上限値とし、他の一色の色レベルを所定階調の下限値とし、残りの一
色の色レベルを所定階調の上限値と下限値の間で変化させるものとすると、３つの色レベ
ルのうち、２つは色レベル変化に関らず所定の値である。一例を上げると、所定階調を２
６階調とすると、１つの色レベルは階調＝２５５であり、他の１つの色レベルは階調＝０
であり、残る一色レベルが階調＝０から階調＝２５５の間で変化する。
【００１０】
　物理量に再変換しようとするディジタル色レベルデータが、階調＝２５５と階調＝０の
色レベルデータを含んでいれば問題ないが、いずれかを含んでいない場合には、その色レ
ベルデータに上記の色レベル変化規則を適用することができない。そこで変換の手順がエ
ラーとなり、再変換された物理量をえることができない。
【００１１】
　本発明の目的は、色レベル分布図から物理量に逆変換を適切に行うことを可能とする色
レベル分布図に基く物理量再変換装置を提供することである。
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【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係る色レベル分布図に基く物理量再変換装置は、三原色の色レベルを予め定め
た所定階調でそれぞれ表現することについて、いずれか一色の色レベルを所定階調の上限
値とし、他の一色の色レベルを所定階調の下限値とし、残りの一色の色レベルを所定階調
の上限値と下限値の間で変化させる色レベル変化規則の下のカラーマップに従って、予め
定めた物理量－色レベル変換式を用いて物理量の変化を色レベル変化に変換して表示平面
上に表示する色レベル分布図から、表示平面上の各位置における色レベルデータを順次取
得する手段と、読み取られた色レベルデータが色レベル変化規則と食い違っているときに
、色レベル変化規則に合うように、読み取られた色レベルデータを補正する補正手段と、
補正された色レベルデータを色レベル－物理量逆変換式を用いて物理量に再逆変換する手
段と、を備えることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係る色レベル分布図に基く物理量再変換装置において、補正手段は、読
み取られた三原色の各色レベルのうち、最も大きな値を取る色レベルの階調の値が所定階
調の上限値でないときに所定階調の上限値に置き換え、最も小さな値をとる色レベルの階
調の値が所定階調の下限値でないときに所定階調の下限値に置き換えて読み取られた色レ
ベルデータを補正することが好ましい。
【００１４】
　また、本発明に係る色レベル分布図に基く物理量再変換装置において、補正手段は、読
み取られた三原色の各色レベルのうち、２つの色レベルが同じ階調の値を取るときに、い
ずれか一方の色レベルの階調を所定階調の上限値または下限値に置き換えて読み取られた
色レベルデータを補正することが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　上記構成によれば、色レベル分布図から読み取られた色レベルデータが色レベル変化規
則と食い違っているときに、色レベル変化規則に合うように、読み取られた色レベルデー
タを補正する。これにより必ず色レベル変化規則が適用できるようになり、色レベル分布
図から物理量に逆変換を適切に行うことができる。
【００１６】
　また、色レベル分布図に基く物理量再変換装置において、読み取られた三原色の各色レ
ベルのうち、最も大きな値を取る色レベルの階調の値が所定階調の上限値でないときに所
定階調の上限値に置き換え、最も小さな値をとる色レベルの階調の値が所定階調の下限値
でないときに所定階調の下限値に置き換えて読み取られた色レベルデータを補正する。色
レベル変化規則として、三原色の三色の色レベルを予め定めた所定階調でそれぞれ表現す
ることについて、いずれか一色の色レベルを所定階調の上限値とし、他の一色の色レベル
を所定階調の下限値とし、残りの一色の色レベルを所定階調の上限値と下限値の間で変化
させるものを用いるときは、必ず所定階調の上限値の色レベルと、所定階調の下限値の色
レベルがある。上記構成は、この特徴を利用し、最も大きな値を取る色レベルの階調の値
を強制的に所定階調の上限値に置き換え、最も小さな値をとる色レベルの階調の値を強制
的に所定階調の下限値に置き換える。これにより、必ず色レベル変化規則が適用できるよ
うになり、色レベル分布図から物理量に逆変換を適切に行うことができる。
【００１７】
　また、色レベル分布図に基く物理量再変換装置において、読み取られた三原色の各色レ
ベルのうち、２つの色レベルが同じ階調の値を取るときに、いずれか一方の色レベルの階
調を所定階調の上限値または下限値に置き換える。いずれの色を所定階調の上限値または
下限値に置き換えるかは、読み取られた位置の前後において、所定階調の上限値をとる色
がなにか、下限値をとる色が何かであることが分かるので、これにより容易に定めること
ができる。これにより、必ず色レベル変化規則が適用できるようになり、色レベル分布図
から物理量に逆変換を適切に行うことができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下に図面を用いて本発明に係る実施の形態につき詳細に説明する。以下では、色レベ
ル分布図の例としてコンター図を示すが、コンター図とは別の名称で呼ばれるものであっ
ても、三原色の三色の色レベルを予め定めた所定階調でそれぞれ表現することについて、
いずれか一色の色レベルを所定階調の上限値とし、他の一色の色レベルを所定階調の下限
値とし、残りの一色の色レベルを所定階調の上限値と下限値の間で変化させる色レベル変
化規則を有するものであればよい。三原色は、Ｒ，Ｇ，Ｂとして説明するが、場合によっ
てＹ，Ｃ，Ｍであってもよい。
【００１９】
　また、コンター図の例として、２次元温度分布を２次元色レベルで表す場合を説明する
が、もとより、温度以外の変化量を色レベルの変化で表すものとしてもよい。例えば、応
力、歪み、速度、加速度、流速、流量密度、含有率等の物理量の変化を色レベルの変化で
表すものとしてもよい。また、２次元分布のみならず、１次元分布、３次元分布、それ以
上の多数パラメータ分布等を色レベル分布で表すものであってもよい。また、以下では、
所定階調として８ビット＝２５６階調を説明するが、勿論、これ以外の階調を用いた色レ
ベル変化規則を用いてもよい。また、以下では、Ｒ，Ｇ，Ｂのフル階調の範囲を、物理量
の変化範囲と同じとして説明するが、勿論、Ｒ，Ｇ，Ｂのフル階調の範囲の一部の範囲を
用いて物理量の変化範囲を表すものとしてもよい。
【００２０】
　また、以下の各図においては、共通の要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略
する。また、各図の説明等においては、必要に応じ、それ以前に説明した符号を用いて説
明するものとする。
【００２１】
　図１は、色レベル分布図に基く物理量再変換装置１０の構成を示す図である。なお、以
下では、色レベル分布図に基く物理量再変換装置１０のことを、単に、物理量再変換装置
１０と呼ぶことにする。物理量再変換装置１０は、色レベル分布図であるコンター図を読
み取って、物理量の分布に再変換する機能を有する装置である。物理量再変換装置１０は
、数値計算に適した演算装置を用いることができ、例えば、適当なコンピュータで構成す
ることができる。なお、図１には、物理量再変換装置１０の構成要素ではないが、コンタ
ー図３０、物理量－色レベル変換式３２、物理量分布図３４がそれぞれ図示されている。
【００２２】
　色レベル分布図であるもコンター図３０は、Ｒ，Ｇ，Ｂの三原色の色レベルを予め定め
た所定階調でそれぞれ表現することについて、いずれか一色の色レベルを所定階調の上限
値とし、他の一色の色レベルを所定階調の下限値とし、残りの一色の色レベルを所定階調
の上限値と下限値の間で変化させる色レベル変化規則の下のカラーマップに従って、予め
定めた物理量－色レベル変換式を用いて物理量の変化を色レベル変化に変換して表示平面
上に表示するものである。図１の例では、メッシュ分割された各セルについてシミュレー
ションによって得られた２次元の温度分布を色レベル分布で示したコンター図３０が示さ
れている。
【００２３】
　物理量－色レベル変換式３２は、物理量と色レベルとを１：１で対応付ける対応付け式
である。物理量は数値であるので、ここでいう色レベルも数値で示されることになる。色
レベルの数値は、階調値として示すことができる。ここでは、予め定めた所定階調として
８ビット＝２５６とし、Ｒ，Ｇ，Ｂの三色のそれぞれについて、０から２５５の値が割り
当てられる。したがって、１つの物理量の数値が、（Ｒの階調値，Ｇの階調値，Ｂの階調
値）のように、三色の階調値が組み合わされた数値に対応付けられる。
【００２４】
　物理量－色レベル変換式のおおよその様子は、コンター図３０の一部として表される。
図１の例では、コンター図３０の右側に配置される棒グラフ状のカラーマップ３１がそう
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であり、物理量の変化範囲を複数のブロックに分け、それぞれのブロックに対応する色レ
ベルが表示されている。このカラーマップ３１を用いることで、コンター図３０の色レベ
ルからこれに対応する物理量のおおよその値との対応付けを読み取ることが可能となる。
【００２５】
　図１のカラーマップ３１は、複数のブロックで色レベルを変化させているが、どのよう
に色レベルを変化させてゆくかを示すものが色レベル変化規則と呼ばれるものである。Ｒ
，Ｇ，Ｂの三色を３変数として色レベルを変化させることもできるが、この場合には、色
レベルの変化が複雑な３次元的変化となる。そこで、上記のように、いずれか一色の色レ
ベルを所定階調の上限値とし、他の一色の色レベルを所定階調の下限値とし、残りの一色
の色レベルを所定階調の上限値と下限値の間で変化させることが行われる。その詳細につ
いては後述する。
【００２６】
　物理量分布図３４は、コンター図３０の色レベル分布を物理量分布に再変換した結果を
示す分布図である。ここでは、各セルごとに対応する物理量が数値データとして示される
。
【００２７】
　ここで図１において、物理量再変換装置１０は、ＣＰＵ１２と、コンター図３０を読み
取る装置であるスキャナ１４と、物理量－色レベル変換式３２等の必要なデータを入力す
るためのキーボード等の入力部１６と、物理量分布図３４等の演算結果を出力するディス
プレイ、プリンタ等の出力部１８と、プログラム、色レベル変化規則２２等を記憶する記
憶装置２０を含んで構成される。これらの要素は相互に内部バスで接続される。
【００２８】
　ＣＰＵ１２は、スキャナ１４を介してコンター図３０の色レベルデータを取得する色レ
ベルデータ取得モジュール２４と、取得された色レベルデータが色レベル変化規則に適合
しない値であるときに取得された色レベルデータを色レベル変化規則に適合する色レベル
データに補正する色レベルデータ補正モジュール２６と、補正された色レベルデータに基
き、色レベル－物理量逆変換式を用いて物理量に再変換する物理量再変換モジュール２８
とを含んで構成される。これらの機能はソフトウェアで実現でき、具体的には、物理量再
変換プログラムを実行することで実現できる。これらの機能の一部をハードウェアで実現
するものとしてもよい。
【００２９】
　上記構成の作用、特にＣＰＵ１２の各機能につき、図２のフローチャートと、図３から
図５を用いて詳細に説明する。図２は、コンター図に基いて色レベルを物理量に再変換し
て出力する手順を示すフローチャートである。図２の各手順は、物理量再変換プログラム
の各処理手順にそれぞれ対応する。図３は、コンター図の例を示す図で、図４は色レベル
変換規則と、色レベル－物理量変換式とを説明するための図である。図５は、色レベルの
補正の様子を説明する図である。
【００３０】
　図２において、コンター図に基いて色レベルを物理量に再変換して出力するには、物理
量再変換装置１０において物理量再変換プログラムが起動される。そして適当な初期化設
定等の後に、コンター図読取が行われる（Ｓ１０）。具体的には、スキャナ１４によって
コンター図３０の表示平面上の各位置における色レベルデータが順次読み取られる。そし
て、読み取られた色レベルデータが取得（Ｓ１２）され、例えば、一旦、記憶装置２０に
記憶される。勿論、所得された色レベルデータについて、以下の手順をリアルタイム的に
処理するものとしてもよい。これらの工程は、ＣＰＵ１２の色レベルデータ取得モジュー
ル２４の機能によって実行される。なお、このＳ１０の前後に、物理量－色レベル変換式
３２が入力部１６を介して取得され、記憶装置２０に記憶される。
【００３１】
　図３は、コンター図３０を示す図である。このコンター図３０は、Ｌ字形部材において
所定の境界条件を与えて加熱したときの温度分布をシミュレーションで求め、そのシミュ
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レーションの結果である２次元的温度分布を、色レベルの分布で表したものである。コン
ター図３０の右側に示される棒グラフ状のカラーマップ３１は、色レベルと温度との対応
付けを示すものである。ここでは、温度が０℃から３２℃までの範囲を１７ブロックに分
けて、対応する代表的な色レベルが示されている。
【００３２】
　図４は、カラーマップ３１の内容である色レベル変化規則２２と、物理量－色レベル変
換式３２に基く物理量と色レベルとの対応付けを説明する図である。ここでは、Ｒ，Ｇ，
Ｂの三色の色レベルが予め定めた所定階調として、８ビット＝２５６階調でそれぞれ表現
し、いずれか一色の色レベルを所定階調の上限値、すなわち階調値＝２５５とし、他の一
色の色レベルを所定階調の下限値、すなわち階調値＝０とし、残りの一色の色レベルを所
定階調の上限値と下限値の間、すなわち、階調値を２５５から０の間で変化させる色レベ
ル変化規則２２が示されている。
【００３３】
　図４において、色レベル変化規則の最も左側は、（Ｒ＝２５５，Ｇ＝０，Ｂ＝０）の階
調値を有する状態である。ここで数字はそれぞれの色の階調値を示す。この状態から、Ｒ
の階調値を２５５のまま、Ｂの階調値を０のままとし、Ｇの階調値を０から２５５まで変
化させる。この変化の状態は、図４において、（Ｒ＝２５５，Ｇ＝０，Ｂ＝０）の階調値
を有する状態から、（Ｒ＝２５５，Ｇ＝２５５，Ｂ＝０）の階調値を有する状態とを結ぶ
線で示されている。この状態変化は、Ｒが１００％の色から、ＲとＧとが混ざった黄色の
状態に移る色変化に対応する。
【００３４】
　（Ｒ＝２５５，Ｇ＝２５５，Ｂ＝０）の階調値を有する状態からさらに色変化をさせる
ときは、Ｇの階調値を２５５のまま、Ｂの階調値を０のままとし、Ｒの階調値を２５５か
ら０まで変化させる。この変化の状態は、図４において、（Ｒ＝２５５，Ｇ＝２５５，Ｂ
＝０）の階調値を有する状態から、（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝０）の階調値を有する状
態とを結ぶ線で示されている。この状態変化は、ＲとＧとが混ざった色から、Ｇが１００
％の色の状態に移る色変化に対応する。
【００３５】
　（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝０）の階調値を有する状態からさらに色変化をさせるとき
は、Ｒの階調値を０のまま、Ｇの階調値を２５５のままとし、Ｂの階調値を０から２５５
まで変化させる。この変化の状態は、図４において、（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝０）の
階調値を有する状態から、（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝２５５）の階調値を有する状態と
を結ぶ線で示されている。この状態変化は、Ｇが１００％の色から、ＧとＢとが混ざった
状態に移る色変化に対応する。
【００３６】
　（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝２５５）の階調値を有する状態からさらに色変化をさせる
ときは、Ｒの階調値を０のまま、Ｂの階調値を２５５のままとし、Ｇの階調値を２５５か
ら０まで変化させる。この変化の状態は、図４において、（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝２
５５）の階調値を有する状態から、（Ｒ＝０，Ｇ＝０，Ｂ＝２５５）の階調値を有する状
態とを結ぶ線で示されている。この状態変化は、ＧとＢとが混ざった色から、Ｂが１００
％の色の状態に移る色変化に対応する。
【００３７】
　このように、この色レベル変化規則は、Ｒ，Ｇ，Ｂの中のいずれか一色の色レベルを所
定階調の上限値、すなわち階調値＝２５５とし、他の一色の色レベルを所定階調の下限値
、すなわち階調値＝０とし、残りの一色の色レベルを所定階調の上限値と下限値の間、す
なわち、階調値を２５５から０の間で変化させるものである。したがって、色レベルとし
ては、１０２４段階の階調で変化させることができる。
【００３８】
　図４の最下段には、この色レベルの階調値と、物理量としての温度との対応付けを行っ
たときの温度の変化が示されている。この例では、色レベル変化規則の最も左側の（Ｒ＝
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２５５，Ｇ＝０，Ｂ＝０）の階調値を有する状態を、温度＝３２℃に対応させ、色レベル
変化規則の最も右側の（Ｒ＝０，Ｇ＝０，Ｂ＝２５５）の階調値を有する状態を温度＝０
℃に対応させている。つまり、色レベル変化の１０２４階調を、３２℃の温度変化に対応
させており、色レベル変化の１階調は、０．０３１２５℃の温度変化に相当する。この関
係が、物理量－色レベル変換式に対応する。
【００３９】
　ここで、記憶装置２０に記憶されている色レベル変化規則２２と、物理量－色レベル変
換式３２を用いることで、シミュレーションで求められたセルごとの温度分布を、セルご
との色レベル分布に変換でき、これによって、図３で説明したコンター図３０が作成され
る。
【００４０】
　図３のコンター図３０について、セルごとの色レベル分布を読み取り、色レベル変化規
則２２を適用して階調値を求め、これに物理量－色レベル変換式３２において入力と出力
の関係を逆にした色レベル－物理量逆変換式を用いれば、元のセルごとの温度分布を求め
られそうである。
【００４１】
　しかし、実際にセルごとの色レベル分布をスキャナ１４で読み取っても、その値は、色
レベル変化規則に合わないことがある。例えば、スキャナ１４の読取値が（Ｒ＝３，Ｇ＝
２５５，Ｂ＝３０）となった場合、この階調値は、図４で説明した色レベル変化規則２２
で規定される１０２４の階調のいずれにも対応しない。つまり、色レベル－物理量逆変換
式が適用できる色ではなく、したがって、物理量に再変換ができないことになる。
【００４２】
　ここで図２に戻り、Ｓ１２において、色レベルデータが取得されると、次に、取得され
た色レベルデータの各色の階調値の中の最大値が２５５未満であるか、あるいは、取得さ
れた色レベルデータの各色の階調値の中の最小値が０を超えているか、が判断される（Ｓ
１４）。つまり、取得された色レベルデータが、色レベル変化規則に適合しないものであ
るか否かが判断される。判断が否定されるときは、取得された色レベルデータが色レベル
変化規則に合致するものであるので、Ｓ３０に進み、色レベル－物理量逆変換式を用いる
ことができる。
【００４３】
　Ｓ１４で判断が肯定されると、ここで、取得された色レベルデータの補正が行われる（
Ｓ１６）。この工程は、ＣＰＵ１２の色レベルデータ補正モジュール２６の機能によって
実行される。この色レベルデータの補正は、色レベル変化規則に適合しない色レベルデー
タを強制的に、色レベル変化規則に適合する色レベルデータに修正して行われる。
【００４４】
　取得された色レベルデータが色レベル変化規則に適合しない場合は様々であるので、そ
の場合に応じて、補正が行われる。図２においては、３つの典型的場合分けが示されてい
る。
【００４５】
　最初の場合は、三色の階調値が、最大値、中間値、最小値と互いに区別される値をとり
、最大値が２５５未満、最小値が０を超える場合である（Ｓ１８）。この場合には、最大
値を２５５に補正し、最小値を０に補正する。中間値はそのままとする（Ｓ２０）。
【００４６】
　二番目の場合は、三色の階調値において、最大値が２つあり、この最大値がともに２５
５未満で、残りの１つが０を超える場合である（Ｓ２２）。この場合には、２つの最大値
のうち、いずれかを２５５に補正し、もう一方はそのままとする。そして、もともとの状
態で０を超えるものを０に補正する（Ｓ２４）。
【００４７】
　三番目の場合は、三色の階調値において、最大値が１つで２５５未満であり、残りの２
つが同じ値でともに０を超える場合である（Ｓ２６）。この場合には、最大値を２５５に
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補正する。そして、残りの２つのうち、１つを０に補正し、もう一方はそのままとする（
２８）。
【００４８】
　Ｓ２４とＳ２８において、２つの同じ階調値のうち、いずれを２５５または０に補正す
るかは、その取得された色レベルデータのセルの前後の色レベルデータを参照して決める
ことができる。例えば、そのセルの前後のセルで、階調値が２５５、階調値が０の色が分
かれば、階調値が２５５の色を２５５に補正し、あるいは階調値の色を０に補正する。
【００４９】
　このように、色レベル変化規則に適合しない場合に応じて、色レベルデータを色レベル
変化規則に適合するように補正が行われる。図５を用いて、実際の階調値の下における補
正の様子を説明する。図５は、図４において、物理量である温度＝１５．０６℃を色レベ
ル変化規則で変換したときの階調値（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝３０）の状態でコンター
図３０のあるセルの色レベルが作成されたとして、その状態のセルの色レベルをスキャナ
１４で読み取って色レベルデータを取得した場合を、６つの例に代表させ、これらについ
て、実際の階調値が場合に応じてどのように補正されるかを説明するものある。
【００５０】
　図５の各四角枠の中には、上段にＲの階調値、中段にＧの階調値、下段にＢの階調値が
示されている。そして、各例において、最も左側に取得されたときの色レベルデータがそ
のまま示されており、その右側に、補正が必要な場合に補正後の色レベルデータが示され
ている。さらにその右側には、色レベル－物理量逆変換式を適用して得られる物理量であ
る温度データが示されている。
【００５１】
　図５の（１）の例は、取得された色レベルデータが（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝３０）
で、本来的なデータである場合である。この色レベルデータは、最大値＝２５５、最小値
＝０であるので、色レベル変化規則２２に適合する。したがって、色レベルデータの補正
は不要で、そのまま色レベル－物理量逆変換式を用いて、温度＝１５．０６℃が正しく出
力される。
【００５２】
　図５の（２）の例は、Ｂの取得値に誤差があり、取得された色レベルデータが（Ｒ＝０
，Ｇ＝２５５，Ｂ＝２８）の場合である。ここでも色レベルデータは色レベル変化規則を
満たすので、温度に逆変換ができる。Ｂの色レベルデータの読取誤差は、２階調分の０．
０６２５℃に過ぎない。
【００５３】
　図５の（３）の例は、Ｒの取得値に誤差があり、取得された色レベルデータが（Ｒ＝３
，Ｇ＝２５５，Ｂ＝３０）の場合である。この場合には、各色の階調値についての最小値
が０を超えているので、色レベル変化規則に合致しない。そこで色レベルデータの補正が
行われる。この補正は、図２のＳ１８に類似するもので、Ｒの色レベルデータを強制的に
０にする。補正後の色レベルデータは（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝３０）となり、これに
よって、色レベル－物理量逆変換式の適用により、温度＝１５．０６℃が正しく出力され
る。
【００５４】
　図５の（４）の例は、Ｇの取得値に誤差があり、取得された色レベルデータが（Ｒ＝０
，Ｇ＝２５０，Ｂ＝３０）の場合である。この場合には、各色の階調値についての最大値
が２５５未満であるので、色レベル変化規則に合致しない。そこで色レベルデータの補正
が行われる。この補正は、図２のＳ１８に類似するもので、Ｇの色レベルデータを強制的
に２５５にする。補正後の色レベルデータは（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝３０）となり、
これによって、色レベル－物理量逆変換式の適用により、温度＝１５．０６℃が正しく出
力される。
【００５５】
　図５の（５）の例は、Ｒの取得値に誤差があり、取得された色レベルデータが（Ｒ＝３
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０，Ｇ＝２５０，Ｂ＝３０）の場合である。この場合には、各色の階調値についての最小
値が０を超えるので、色レベル変化規則に合致しない。そこで色レベルデータの補正が行
われる。この補正は、図２のＳ２６に対応するもので、Ｒの色レベルデータを強制的に０
にする。なお、Ｂの色レベルデータを強制的に０にする可能性もあるが、コンター図３０
で取得されたセルの前後において、大きな色レベルの変化がないとすれば、その前後のセ
ルの色レベルデータは、（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝０から２５５）であるので、そのデ
ータを参照して、Ｒ＝０とすることが妥当であることが分かる。コンピュータ上では、色
レベルデータの補正を行うときに、その前後の階調値＝２５５、階調値＝０の色を参照す
るようにすればよい。このような補正後の色レベルデータは（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝
３０）となり、これによって、色レベル－物理量逆変換式の適用により、温度＝１５．０
６℃が正しく出力される。
【００５６】
　図５の（６）の例は、ＲとＧの取得値に誤差があり、取得された色レベルデータが（Ｒ
＝１０，Ｇ＝３０，Ｂ＝３０）の場合である。この場合には、各色の階調値についての最
大値が２５５未満であり、最小値が０を超えるので、色レベル変化規則に合致しない。そ
こで色レベルデータの補正が行われる。この補正は、図２のＳ２２に対応するもので、Ｒ
の色レベルデータを強制的に０とし、Ｇの色レベルデータを強制的に２５５にする。なお
、Ｂの色レベルデータを強制的に０にする可能性もあるが、コンター図３０で取得された
セルの前後において、大きな色レベルの変化がないとすれば、その前後のセルの色レベル
データは、（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝０から２５５）であるので、そのデータを参照し
て、Ｇ＝２５５とすることが妥当であることが分かる。コンピュータ上では、色レベルデ
ータの補正を行うときに、その前後の階調値＝２５５、階調値＝０の色を参照するように
すればよい。このような補正後の色レベルデータは（Ｒ＝０，Ｇ＝２５５，Ｂ＝３０）と
なり、これによって、色レベル－物理量逆変換式の適用により、温度＝１５．０６℃が正
しく出力される。
【００５７】
　上記の例は、色レベルデータの補正を説明するために代表的な例を取り上げたものであ
って、補正はこれらに限られるものではない。色レベル変化規則に適合しない場合は、そ
の場合に応じ、必要に応じ、前後の色レベルデータを参照して、色レベルデータを色レベ
ル変化規則に適合するように補正が行われる。
【００５８】
　再び図２に戻り、Ｓ１６において色レベルデータの補正が行われると、色レベル－物理
量逆変換式を用いて、色レベルデータから物理量データに逆変換が行われる（Ｓ３０）。
色レベル－物理量逆変換式は、図４で説明した物理量－色レベル変換式３２において入力
と出力の関係を逆にしたものである。物理量－色レベル変換式３２を、色レベル（１０２
４で規格化した階調値）＝（１０２４／３２）×（物理量である温度℃）であるとすれば
、色レベル－物理量逆変換式は、物理量（温度℃）＝（３２／１０２４）×（色レベルで
ある１０２４で規格化した階調値）で与えられる。そして、変換された値が、物理量数値
情報として、各色レベルデータごと、つまりコンター図３０のメッシュ化されたセルごと
に出力される。
【００５９】
　このように、必要に応じ、色レベルデータを補正することで、コンター図３０から物理
量を適切に逆変換して出力することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明に係る実施の形態における色レベル分布図に基く物理量再変換装置の構成
を示す図である。
【図２】本発明に係る実施の形態において、コンター図に基いて色レベルを物理量に再変
換して出力する手順を示すフローチャートである。
【図３】コンター図の例を示す図である。
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【図４】本発明に係る実施の形態において、色レベル変換規則と、色レベル－物理量変換
式とを説明するための図である。
【図５】本発明に係る実施の形態において、色レベルの補正の様子を説明する図である。
【符号の説明】
【００６１】
　１０　（色レベル分布図に基く）物理量再変換装置、１２　ＣＰＵ、１４　スキャナ、
１６　入力部、１８　出力部、２０　記憶装置、２２　色レベル変化規則、２４　色レベ
ルデータ取得モジュール、２６　色レベルデータ補正モジュール、２８　物理量再変換モ
ジュール、３０　コンター図、３１　カラーマップ、３２　物理量－色レベル変換式、３
４　物理量分布図。

【図１】 【図２】
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